
お れ た ち

荒
川
支
部
は
４
月
10
日
、

け
ん
せ
つ
プ
ラ
ザ
東
京
で
第

74
回
定
期
大
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
中
、
３
年
連
続
で
時
間

を
短
縮
し
て
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
。
全
体
の
参
加
者
は

代
議
員
31
人
、
来
賓
１
人
、

書
記
局
４
人
の
39
人
で
し

た
。
組
織
拡
大
と
組
織
強

化
、
後
継
者
育
成
、
要
求
実

現
の
た
め
の
運
動
の
強
化
が

中
心
議
題
と
な
り
ま
し
た
。

澤
元
達
雄
通
信
員
＝
町
屋

南
分
会

大
会
議
長
に
事
業
所
分
会

の
服
部
和
美
さ
ん
が
選
出
さ

れ
ま
し
た
。

津
田
宗
久
執
行
委
員
長

は
、
「
昨
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の

中
、
仲
間
を
増
や
す
拡
大
運

動
に
奮
闘
さ
れ
た
こ
と
に
改

め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

し
か
し
、
脱
退
増
も
あ
り
、

今
年
の
１
月
の
組
織
数
は
１

９
１
２
人
、
３
月
１
日
付
で

は
１
８
９
２
人
と
非
常
に
厳

し
い
状
況
に
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
全
都
で
も
11
万

11
人
と
10
万
人
の
組
織
に
陥

ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
が
い
つ
収
束
す

る
か
不
透
明
の
中
、
引
き
続

き
拡
大
運
動
に
邁
進
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。
組
織
の
拡
大

こ
そ
、
私
た
ち
の
要
求
実
現

の
近
道
で
す
。
今
大
会
は
時

間
短
縮
で
の
開
催
に
な
り
ま

す
が
、
活
発
な
ご
意
見
を
お

願
い
し
ま
す
」
と
挨
拶
し
ま

し
た
。

続
い
て
、
姫
路
直
樹
書
記

長
か
ら
基
調
報
告
が
あ
り
、

２
０
２
１
年
度
の
運
動
の
総

括
、
情
勢
、
22
年
度
の
運
動

方
針
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

基
調
報
告
に
対
す
る
質
疑

応
答
で
は
、
３
人
の
代
議
員

か
ら
後
継
者
を
育
て
る
こ
と

に
関
し
て
分
会
任
せ
に
し
な

い
で
ほ
し
い
等
の
要
望
や
質

問
が
あ
り
ま
し
た
。

22
年
度
新
役
員
選
出
が
行

わ
れ
、
永
年
表
彰
で
は
町
屋

南
分
会
の
井
澤
力
さ
ん
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
五
箇
谷
日
出
雄

副
執
行
委
員
長
に
よ
る
「
閉

会
の
あ
い
さ
つ
、
団
結
が
ん

ば
ろ
う
」
で
閉
会
し
ま
し

た
。新

四
役
は
、
執
行
委
員
長

が
津
田
宗
久
（
東
尾
久
１
分

会
）
、
副
執
行
委
員
長
が
増

山
國
吉
（
西
尾
久
分
会
）
、

五
箇
谷
日
出
雄
（

荒
川
分

会
）
、
澤
元
達
雄
（
町
屋
南
分

会
）
、
書
記
長
が
姫
路
直

樹
、
書
記
次
長
が
吉
田
和
馬

で
す
（
敬
称
略
）
。

( 1 ) ２０２２年５月１０日 第６４３号

５月20日(金)14時～16時
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第74回支部定期大会で新

たに選出された支部四役・

常任執行委員（待遇含む）

です。※敬称略

執行委員長・中央執行委員

津田 宗久（東尾久１）

副執行委員長

増山 國吉（西尾久）

五箇谷 日出雄（荒川）

澤元 達雄（町屋南）

書記長

姫路 直樹（書記局）

書記次長

吉田 和馬（書記局）

常任執行委員

藤川 直樹（東尾久１）

五十嵐 信雄（荒川）

八木 博行（南千住）

大橋 正博（事業所）

常任執行委員待遇

浅野 由樹（青年部）

相樂 由美子

（ザ・レディース荒川）

若
年
層
の
拡
大
、

後
継
者
育
成
な
ど
が
論
議
に

津
田
委
員
長
（
上
）
と
全
体

の
様
子
＝
け
ん
せ
つ
プ
ラ
ザ

春
の
拡
大
に
向
け
陣
中
見
舞

金
を
受
け
取
る
分
会
代
表

大
会
初
参
加

町
屋
北
分
会

相
樂

健
太
さ
ん

２
０
２
１
年
は
コ
ロ
ナ
が

猛
威
を
振
る
う
中
、
実
践
出

来
た
活
動
を
知
る
事
が
出
来

ま
し
た
。

一
方
で
出
来
な
い
事
も
多

く
、
課
題
が
残
っ
た
た
め
、

22
年
も
コ
ロ
ナ
の
状
況
を
見

な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
と

同
時
に
ロ
シ
ア
や
ウ
ク
ラ
イ

ナ
の
状
況
も
把
握
し
な
が
ら

出
来
る
事
を
考
え
一
致
団
結

し
て
取
り
組
ん
で
い
く
事
が

大
事
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

春
の
拡
大

月
間
が
３
月

後
半
か
ら
始

ま
っ
て
い
ま

す
。５

月
の
支

部
組
織
数
は

１

８

８

４

人
、
二
千
人

を
大
き
く
下

ま
わ
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
支
部
目
標

67
人
に
対
し
て
27
人
を
拡

大
し
て
い
ま
す
（
４
月
28

日
現
在
）
。
こ
れ
も
仲
間

の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
の
お

か
げ
で
す
。

厳
し
い
情
勢
だ
か
ら
こ

そ
、
仲
間
に
寄
り
添
い
、

未
組
織
の
建
設
従
事
者
を

組
合
に
迎
い
入
れ
、
組
織

増
勢
を
勝
ち
取
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。
支
部
役
員
も

二
千
人
支
部
回
復
に
向
け

て
最
後
ま
で
奮
闘
し
て
い

き
ま
す
。

組
織
部
長

増
山
國
吉

春の拡大目標達成と
2000人支部回復を

第74回 荒川支部定期大会 開催

組織拡大・要求実現へ団結

代
議
員
31
人
が
参
加



【
船
橋
賢
一
＝
書
記
局
】
荒

川
分
会
の
と
び
職
、
吉
岡
靖
尚

さ
ん
（
54
歳
・
写
真
）
は
、
事

業
者
登
録
を
し
ま
し
た
。
吉
岡

さ
ん
は
経
験
36
年
の
大
ベ
テ
ラ

ン
で
す
。

「
４
月
14
日
に
支

部
で
登
録
申
請
を

し
ま
し
た
。
現
場

は
松
井
建
設
や
高
松
建
設
で
、

３
～
４
年
前
か
ら
取
得
を
言
わ

れ
て
い
ま
し
た
。
で
も
、
高
松

の
現
場
で
は
作
業
員
が
50
～
60

人
い
る
中
、
ま
だ
２
人
し
か
登

録
を
し
て
い
ま
せ
ん
」
。

吉
岡
さ
ん
は
、
「
職
人
の
待

遇
が
良
く
な
る
な
ら
息
子
に
も

勧
め
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

【
増
山
國
吉
記
者
＝
西
尾
久

分
会
】
４
月
16
日
、
コ
ロ
ナ
禍

の
な
か
「
さ
よ
う
な
ら
原
発
首

都
圏
集
会
」

が
亀
戸
中
央

公
園
で
開
催

さ

れ

ま

し

た
。
参
加
者

は
２
３
０
０

人
、
支
部
か

ら
３
人
で
し

た
。
「
さ
よ

う

な

ら

原

発
」
一
千
万

署
名
市
民
の

会
が
主
催
し

ま
し
た
。

主
催
者
で

ル
ポ
ラ
イ
タ
ー
の
鎌
田
慧
さ
ん

は
、
「
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
略
で
、
自
民
党
は
水
を
得
た

魚
の
よ
う
な
、
核
の
保
有
、
敵

基
地
攻
撃
を
口
に
す
る
。
ロ
シ

ア
軍
は
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発

制
圧
を
狙
い
、
塹
壕
を
掘
っ
て

大
量
に
被
曝
し
て
い
る
。
原
発

が
核
爆
弾
と
同
じ
役
割
を
果
た

し
て
い
る
。
１
日
も
早
く
、
停

戦
と
戦
争
を
や
め
さ
せ
る
。
平

和
運
動
を
広
め
る
久
々
の
集
会

で
す
。
原
発
が
な
く
な
る
ま

で
、
戦
争
が
な
く
な
る
ま
で
頑

張
り
ま
し
ょ
う
」
と
挨
拶
し
ま

し
た
。

連
帯
の
挨
拶
に
立
っ
た
福
島

原
発
刑
事
告
訴
裁
判
を
闘
う
宇

野
朗
子
さ
ん
は
、
「
原
発
事
故

で
立
ち
退
き
、
避
難
し
た
人
は

全
て
を
置
い
て
き
た
。
今
も
６

万
人
以
上
が
い
る
。
子
ど
も
の

甲
状
腺
が
ん
が
福
島
だ
け
で
も

２
９
３
人
。
１
万
人
に
１
人
以

上
で
す
。
私
た
ち
は
汚
染
水
の

海
上
放
出
を
や
め
さ
せ
ま
す
。

原
発
事
故
か
ら
何
を
学
ぶ
の
か

政
府
は
放
棄
し
て
い
ま
す
。
公

正
な
裁
判
を
求
め
最
後
ま
で
頑

張
り
ま
す
」
と
訴
え
ま
し
た
。

( 2 ) ２０２２年５月１０日 第６４３号

【
吉
田
敬
子
通
信
員
＝
東
尾

久
２
分
会
】
３
月
30
日
に
埼
玉

県
志
木
市
に
あ
る
「
い
ろ
は
親

水
公
園
」
に
東
武
東
上
線
に
乗

り
、
志
木
駅
に
下
車
し
、
バ
ス

で
、
志
木
市
役
所
前
に
下
車
し

て
行
き
ま
し
た
。

柳
瀬
川
と
新
河
岸
川
に
挟
ま

れ
た
エ
リ
ア
が
公
園
に
な
っ
て

い
ま
す
。

桜
の
名
所
と
し
て
有
名
で
、

約
１
６
０
本
の
桜
の
木
が
植
え

ら
れ
て
い
て
、
見
頃
で
と
て
も

綺
麗
で
し
た
。
大
勢
の
市
民
の

方
が
お
花
見
に
訪
れ
て
い
ま
し

た
。

い
ろ
は
親
水
公
園

志木市 桜の名所

160本がとても綺麗に

【
大

橋
正
博

通
信
員

＝
事
業

所

分

会
】
勤

務
し
て

い
る
会

社
は
今
年
で
設
立
16
年
と
な

る
「
株
式
会
社
ケ
ー
ズ
モ
ビ

リ
テ
ィ
」
（
荒
川
区
東
日
暮

里
）
で
す
。
社
長
と
社
員
２

人
の
小
さ
な
会
社
で
す
。
勤

続
13
年
、
一
応
部
長
で
す
。

主
な
業
務
内
容
は
空
調
サ
ー

ビ
ス
で
す
。
業
務
用
エ
ア
コ

ン
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
か
ら
修

理
・
薬
品
洗
浄
・
新
規
設
置

・
更
新
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。
送
風
機
、
ポ
ン
プ
、
冷

却
塔
、
業
務
用
加
湿
器
も
取

り
扱
っ
て
い
ま
す
。

最
近
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

で
湿
度
が
注
目
さ
れ
て
い
る

関
係
か
ら
、
業
務
用
加
湿
器

の
仕
事
が
大
変
増
え
て
い
ま

す
。支

部
で
は
後
継
者
対
策
部

長
で
す
が
、
活
動
は
コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
で
ほ
と
ん
ど
出
来

て
い
ま
せ
ん
。

今
は
拡
大
運
動
な
ど
に
力

を
入
れ
る
事
く
ら
い
し
か
出

来
ま
せ
ん
が
、
何
か
や
れ
る

事
を
や
る
だ
け
と
考
え
て
行

動
し
て
い

ま
す
。

大
橋

正
博
さ
ん
（
事
業
所
分
会
）

65

空
調
サ
ー
ビ
ス
の
仕
事

を
す
る
大
橋
さ
ん

ＣＣＵＳ登録者に聞く 息
子
に
も
登
録
を
勧
め
た
い

吉
岡
靖
尚
さ
ん
・
荒
川
分
会

主催者挨拶をする作家でルポライターの

鎌田慧さん＝亀戸中央公園、４月16日

【
増
山
國
吉

記
者
＝
西
尾
久
分
会
】
西
尾

久
分
会
の
稲
富
清
治
さ
ん

（
72
歳
・
内
装
、
写
真
）
は

犬
を
飼
っ
て
い
ま
す
。

犬
種
は
ジ
ャ
ッ
ク
ラ
ッ
セ

ル
テ
リ
ア
、
８
歳
の
雌
で

す
。「

毎
日
２
回
の
散
歩
が
大

好
き
で
す
。
散
歩
の
途
中
、

投
げ
た
ボ
ー
ル
を
取
っ

て
来
る
の
が
好
き
で
、

何
回
や
っ
て
も
飽
き
ま

せ
ん
。
投
げ
て
貰
う
ま

で
い
つ
ま
で
も
吠
え
て

催
促
し
て
き
ま
す
」

愛
犬
の
名
前
は
シ
ズ

ク
ち
ゃ
ん
。

【
佐
藤
一

博
記
者
＝
東

尾

久

２

分

会
】
５
月
１

日
、
代
々
木

公
園
で
第
93
回
メ
ー
デ
ー
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
３
年
ぶ

り
の
屋
外
開
催
と
な
り
ま
し

た
。
主
催
者
を
代
表
し
て
全

労
連
の
小
畑
雅
子
議
長
が
挨

拶
に
立
ち
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
略
に
抗
議
し
、
即

時
撤
退
を
求
め
ま
し
た
。
ま

た
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
を
口

実
と
し
た
、
憲
法
改
悪
と
核

共
有
の
動
き
を
絶
対
に
阻
止

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
訴

え
ま
し
た
。

続
い
て
、
来
賓
の
日
本
被
団

協
か
ら
ロ
シ
ア
の
核
兵
器
使
用

を
許
し
て
は
な
ら
な
い
と
の
発

言
が
あ
り
、
政
党
か
ら
の
連
帯

の
挨
拶
で
は
、
日
本
共
産
党
の

志
位
和
夫
委
員
長
が
、
ロ
シ
ア

の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
は
国
際
法

違
反
で
あ
り
、
即
時
撤
退
を
求

め
て
き
た
。
ま
た
、
大
企
業
の

内
部
留
保
を
中
小
企
業
や
国
民

生
活
に
還
元
す
る
よ
う
訴
え
ま

し
た
。
閉
会
後
、
参
加
者
は
青

山
コ
ー
ス
を
パ
レ
ー
ド
。

全
体
の
参
加
者
は
２
９
０
０

人
、
支
部
か
ら
18
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

大
企
業
は
内
部
留
保
を

国
民
に
還
元
せ
よ

第93回メーデー

子どもの甲状腺ガン 福島で293人に

原発も戦争もなくすまで運動を

4.16さようなら原発首都圏集会

お れ た ち
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